
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
発
祥
の
地
、

イ
タ
リ
ア・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
。

徹
底
し
た
景
観
法
が

ス
ロ
ー
な
環
境
を
支
え
る
。（
Ⓐ
）

20
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
。

世
界
各
国
と
同
様
に
、

大
都
市
で
は
経
済
発
展
に
と
も
な
う
大
規
模
開
発
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
た

町
の
均
質
化
が
進
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、小
さ
な
町
が

時
間
を
か
け
て
築
い
た
魅
力
を
守
り
、

「
ス
ロ
ー
」な
哲
学
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
組
織

「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」が
生
ま
れ
た
。

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

ス
て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。

サトゥルニーニ氏は、
暮らしやすい町の必須条件は、

“交流の場”だと
力説した。

写
真
提
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／
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ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
発
祥
の
地
、

イ
タ
リ
ア・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
。

徹
底
し
た
景
観
法
が

ス
ロ
ー
な
環
境
を
支
え
る
。（
Ⓐ
）

20
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
。

世
界
各
国
と
同
様
に
、

大
都
市
で
は
経
済
発
展
に
と
も
な
う
大
規
模
開
発
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
た

町
の
均
質
化
が
進
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、小
さ
な
町
が

時
間
を
か
け
て
築
い
た
魅
力
を
守
り
、

「
ス
ロ
ー
」な
哲
学
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
組
織

「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」が
生
ま
れ
た
。

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

ス
て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。

サトゥルニーニ氏は、
暮らしやすい町の必須条件は、

“交流の場”だと
力説した。
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│
│
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
が
ス
ロ
ー
を
目
指
し
た
背
景

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
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が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

「
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
」か
ら
、

世
界
が
う
ら
や
む

豊
か
な
田
舎
へ

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

ベンチや、ワインなどの
地元産品充実は、
スローなまちづくりの

必須要素。
（右・左／Ⓑ、中／Ⓐ）

エスプレッソ、チーズ、
広場での交流……。

豊かな時間と暮らしは、
身近な物の中から生まれる。

（右・中／Ⓐ、左／Ⓑ）

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。
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地
元
商
店
街
の

シ
ャッ
タ
ー
化
に
、

い
か
に
歯
止
め
を

か
け
る
か

│
│
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
が
ス
ロ
ー
を
目
指
し
た
背
景

　さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
I Borghi più Belli d’Italia” 

が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

「
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
」か
ら
、

世
界
が
う
ら
や
む

豊
か
な
田
舎
へ

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

ベンチや、ワインなどの
地元産品充実は、
スローなまちづくりの

必須要素。
（右・左／Ⓑ、中／Ⓐ）

エスプレッソ、チーズ、
広場での交流……。

豊かな時間と暮らしは、
身近な物の中から生まれる。

（右・中／Ⓐ、左／Ⓑ）

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。
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地
元
商
店
街
の

シ
ャッ
タ
ー
化
に
、

い
か
に
歯
止
め
を

か
け
る
か
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さ
ら
に
小
さ
く
て

ス
ロ
ー
な
町
に
よ
る

「
美
し
い
村
連
合
」

し
ま
む
ら
・
な
つ
／
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
。
大
学
卒
業
後
、
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
し
つ
つ

取
材
・
執
筆
し
た
著
書『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
人
生
！
―
―
イ
タ
リ
ア
の
食
卓
か
ら
始
ま
る
』（
２

０
０
０
年
、
新
潮
社
）
は
、
日
本
で
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う
考
え
方
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
近
著
に
『
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
―
―
世
界
の
均
質
化
と
闘
う
イ

タ
リ
ア
の
小
さ
な
町
』（
２
０
１
３
年
、
光
文
社
新
書
）
が
あ
る
。

Shim
am

ura N
atsu

　
さ
か
ん
に
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
、
現
在
の
美
し
い
ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
に
足
を
運
ぶ
と
、
そ
れ
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
錯
覚
し
そ
う
だ
。
確
か
に
な
だ
ら
か
な
丘
を
覆
う
葡
萄
や
糸
杉
は

古
代
か
ら
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
ま
で
、
こ

の
地
方
に
農
村
観
光
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
村
が
美
し

い
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
地
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
風
景
を
磨
く

地
元
の
努
力
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
の
幼
少
期
の
60
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
以
外
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
は
、
忘
れ
ら
れ
た
田
舎
だ
っ
た
。
こ
と
に
キ
ア
ン
テ

ィ
地
方
は
、
海
も
な
い
、
美
術
品
も
な
い
、
高
速
道
路
も
な
い
、
な
い

も
の
尽
く
し
の
キ
ア
ン
テ
ィ
砂
漠
と
形
容
さ
れ
た
。
過
疎
化
が
止
ま
ら
ず
、

農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た
彼
の
家
で
も
２
人
の
兄
は
都
市
へ
働
き
に
出
て

戻
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
意
識
変
革
に
最
初
に
寄
与
し
た
の
が
、
英
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
か

ら
来
た
外
国
人
や
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
な
ど
都
市
か
ら
の
移
住
者
た
ち

だ
っ
た
と
、
彼
は
い
う
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
都
市
を
逃
れ
る
人
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
す
る
人
が
農
村
へ
移
民
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

た
。
こ
れ
を
転
機
と
し
、
地
元
を
離
れ
た
若
者
た
ち
の
意
識
も
次
第
に

変
化
し
て
い
く
。

　
同
時
に
進
ん
だ
の
が
、
量
産
品
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
だ
っ
た
キ
ア
ン

テ
ィ
ワ
イ
ン
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
だ
。
か
つ
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
は
、

港
ま
で
鉄
道
が
走
る
巨
大
な
醸
造
蔵
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
廃
墟
と
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
現
在
、
そ
れ
は
地
元
の
肉
屋
「
フ
ァ
ロ
ル
ニ
」
が

買
い
取
り
、
キ
ア
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
が
常
に
１
０
０
種
も
試
飲
で
き
る
画

期
的
な
エ
ノ
テ
カ
（
ワ
イ
ン
主
体
の
飲
食
店
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
地
方
の
再
生
に
具
体
的
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ス

カ
ー
ナ
州
の
景
観
法
の
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
奇
跡
の
経
済
ル
ネ
サ
ン
ス

と
言
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
に
進
出
し
た
80
年
代
、
イ
タ

リ
ア
で
も
乱
開
発
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、
当
時
、

文
化
財
・
環
境
財
省
の
政
務
次
官
だ
っ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ガ
ラ
ッ
ソ
に

よ
る
「
ガ
ラ
ッ
ソ
法
」
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
海
岸
線
か
ら

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
河
川
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
、
森
林
や
高
山
地
帯

と
い
っ
た
一
切
に
、
開
発
が
許
さ
れ
な
い
保
護
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
が
整
っ
て
、
初
め
て
農
村
観
光
と
い
う
も
の
が
芽
生

え
る
。

　
そ
し
て
90
年
代
前
半
、
人
口
の
回

復
期
に
町
長
に
な
っ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ

ー
ニ
氏
が
目
指
し
た
の
は
、
町
を
肥

大
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
か
つ
て
発
展
と
い
え
ば
、
道
路
や

大
型
店
舗
を
増
や
し
、
宅
地
化
を
進

め
、
住
民
を
増
や
す
こ
と
ば
か
り
考

え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

が
住
民
を
幸
せ
に
し
た
だ
ろ
う

か
？
」

　
そ
こ
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
市
場
や
多
種
多
様
な

個
人
店
、
地
元
ス
ー
パ
ー
の
地
産
地
消
度
の
向
上
。
大
型
ホ
テ
ル
よ
り
、

農
家
民
宿
や
プ
チ
ホ
テ
ル
や
Ｂ
＆
Ｂ
。
大
型
シ
ネ
コ
ン
よ
り
、
名
画
座

や
映
画
祭
や
地
域
の
祭
り…

…

そ
う
し
た
も
の
を
町
づ
く
り
の
主
軸
に

据
え
た
の
だ
と
い
う
。

　
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
指
針
に
は
、「
環
境
対
策
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
福
祉
」「
地
場
産
業
の
保
護
」
の
５
つ
の
項
目
に
分

か
れ
た
59
の
条
件
が
連
な
る
。
美
観
を
損
ね
る
看
板
の
除
去
、
障
害
の

な
い
歩
道
の
整
備
、
歴
史
地
区
の
修
復
と
美
観
の
整
備
、
エ
コ
建
築
の

推
進
、
市
場
や
有
機
農
法
や
食
教
育
の
推
進
、
伝
統
食
の
見
直
し
、
ス

ロ
ー
な
旅
の
ガ
イ
ド
な
ど
と
具
体
的
で
、
中
に
は
、
ベ
ン
チ
は
充
実
し

　
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
触
発
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
山

村
や
漁
村
、
離
島
の
連
合
が
生
ま
れ
た
。
日
本
同
様
、
イ
タ
リ
ア
も
８

割
が
山
間
地
で
、
離
島
も
多
い
。
同
じ
く
過
疎
化
や
高
齢
化
に
加
え
、

第
一
次
産
業
の
低
迷
を
抱
え
る
。
そ
こ
で
２
０
０
１
年
、
35
の
村
々
が

集
ま
り
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
「
イ
タ
リ
ア
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

“
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が
誕

生
し
た
。
初
代
か
ら
の
会
長
は
、
ウ

ン
ブ
リ
ア
州
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・

デ
ル
・
ラ
ー
ゴ
の
元
町
長
フ
ィ
オ
レ

ッ
ロ
・
プ
リ
ー
ミ
氏
だ
。

　
こ
れ
は
、
20
年
前
か
ら
存
在
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
倣
っ
た
も
の
で
、
06
年
か
ら
は
、
全
村
を
紹
介
す
る
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
本
も
発
行
。
今
は
２
０
０
を
超
え
る
村
が
加
盟
す
る
。
日
本
で
も
２

０
０
５
年
、
北
海
道
の
美
瑛
町
、
四
国
・
徳
島
県
の

か
み
か
つ

上
勝
町
、
長
野
県

の
大
鹿
村
な
ど
49
（
２
０
１
２
年
現
在
）
の
町
村
が
加
盟
し
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　
ま
た
昨
年
、
日
本
初
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
、
被
災
地
で
も
あ
る

漁
港
・
気
仙
沼
が
手
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
連
合
に
は
、
滋
賀
県
の
高
島
市
、

岩
手
県
の
岩
泉
町
な
ど
魅
力
的
な
町
が
名
を
連
ね
、
01
年
か
ら
淡
々
と

活
動
を
続
け
る
日
本
独
自
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
静

ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
は
、
１
９
９
９
年
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

を
生
ん
だ
イ
タ
リ
ア
に
、
こ
れ
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
約
73
市
町
村
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
韓
国
な
ど
世
界
の
１
７
７
市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
。

　
ス
ロ
ー
な
町
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　
母
体
と
な
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ

に
国
際
本
部
を
持
ち
、
国
内
約
２
万
人
、
世
界
に
８
万
人
弱
の
会
員
を

擁
す
る
食
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
そ
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
当
時
、

ト
ス
カ
ー
ナ
州
グ
レ
ー
ヴ
ェ
・
イ
ン
・
キ
ア
ン
テ
ィ
と
い
う
小
さ
な
田

舎
町
の
町
長
だ
っ
た
パ
オ
ロ
・
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
１
９
９
７
年
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
で
開
か
れ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
国
際
大

会
に
参
加
し
た
。
古
代
の
洞
窟
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
井
戸
、
カ
フ
ェ
や
広
場
、

町
の
各
所
に
仕
か
け
ら
れ
た
試
食
会
や
食
と
音
楽
の
競
演
。
憲
兵
隊
の

兵
舎
に
世
界
か
ら
の
７
０
０
人
の
会
員
た
ち
が
肩
を
寄
せ
合
い
、
地
元

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
顔
負
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
こ
な
し
た
ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
見
事
な
演
出
に
魅
せ
ら
れ
た
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、

帰
路
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
頭
で
考
え
た
。「
こ
の
ス
ロ
ー
の
哲
学
を
、
町

づ
く
り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

　
大
都
市
で
は
、
人
口
集
中
と
と
も
に
生
活
環
境
が
劣
悪
化
し
、
大
型

店
舗
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
進
出
に
よ
り
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
町

の
様
相
そ
の
も
の
が
均
質
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
さ
な
町
ま
で
、
こ
れ
に
追
従
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
は
い
な
い
か
。

「
な
ら
ば
、
も
は
や
大
都
市
で
は
望
め
な
い
質
の
高
い
暮
ら
し
、
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
と
人
間
ら
し
い
大
き
さ
を
保
持
す
る
小
さ
な
町
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
創
れ
な
い
も
の
か
」

　
こ
う
し
て
翌
日
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
州
の
ポ
ジ
タ
ー
ノ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
、
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ブ
ラ
の
町
長
ら
に
電
話
を
し
、

99
年
、
こ
の
４
町
か
ら
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
」（Citta Slow

）
が
正

式
に
産
声
を
あ
げ
た
。
人
口
５
万
人
以
下
の
「
暮
ら
し
の
質
が
高
い
」

小
さ
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

て
い
る
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
項
目
も
あ
る
。

　
だ
が
、
サ
ト
ゥ
ル
ニ
ー
ニ
氏
は
、
暮
ら
し
や
す
い
町
の
必
須
条
件
は
、

交
流
の
場
〞
だ
と
力
説
し
た
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
が
問
題
に
す
る
の
は
、

決
し
て
町
の
構
造
や
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
原
動
力
は
、
む
し
ろ

目
に
見
え
な
い
も
の
で
、そ
れ
は「
人
と
人
の
交
流
、会
話
、農
家
の
知
恵
、

職
人
の
技
、
食
文
化
、
信
仰…

…

」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
彼
は
言
う
。

　
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
、
個
人
店
の
疲
弊
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
郊
外
型
の
大
型
量
販
店
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
進

出
は
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
日
本
で
は
、
１
９
９
２
年
、
中

小
小
売
店
の
最
後
の
砦
だ
っ
た
大
型
店
舗
法
を
改
正
施
行
し
、
そ
の
流

れ
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
方
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の
先
進
地
に

な
ら倣
い
、
イ
タ
リ

ア
で
初
め
て
、
景
観
法
の
一
環
で
あ
る
都
市
計
画
法
を
活
用
し
、
大
型

量
販
店
の
進
出
を
食
い
止
め
た
の
が
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
連
合
の
現
会
長

で
あ
る
、マ
ル
コ
ー
ニ
町
長
の
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
ヴ
ォ
・
ネ
・
モ
ン
テ
ィ
氏
だ
。

　
イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
に
走
る
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
の
裾
野
に
あ
る
人
口
１

万
６
０
０
人
ほ
ど
の
山
間
部
だ
が
、
約
２
０
０
の
個
人
店
が
健
在
。
そ

も
そ
も
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
へ
抜
け
る
街
道
の
要
所
で
、
中
世
か
ら
塩
や
ス

パ
イ
ス
の
市
が
立
っ
た
た
め
、
周
辺
の
村
か
ら
も
買
い
物
に
く
る
。
そ

こ
で
Ｅ
Ｕ
統
合
後
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ル
フ
ー
ル
な
ど
大
手
３
社
が
進

出
を
打
診
。
し
か
し
、
町
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
２
０
０
５
年
に

施
行
さ
れ
た
「
文
化
財
・
風
景
財
法
」
を
基
に
独
自
の
「
都
市
計
画
条
例
」

を
作
成
し
た
。

「
市
街
地
の
中
に
は
、『
１
５
０
０
㎡
以
上
の
大
き
な
商
業
施
設
』
し
か

建
て
ら
れ
な
い
。
一
方
、
町
の
郊
外
に
は
『
２
５
０
㎡
以
下
の
施
設
』

に
限
る
、
と
定
め
た
の
で
す
。
市
街
地
に
は
、
１
５
０
０
㎡
も
の
広
い

土
地
な
ど
ど
う
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
進

出
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　
農
村
景
観
の
保
護
の
た
め
、
奇
抜
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
し
た
。
町

の
一
角
に
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
養
鶏
場
の
廃
墟
が
あ

っ
た
。
町
は
２
０
０
５
年
、
こ
れ
を
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
５
０
０
万
円
）

で
競
り
落
と
し
、
解
体
。
解
体
作
業
そ
の
も
の
を
「
町
の
エ
コ
モ
ン
ス

タ
ー
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
」
と
い
う
祭
り
に
仕
立
て
た
。
く
じ
引
き
で
当
選

し
た
親
子
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
爆
破
と
と
も
に

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。
そ
ん
な
過
激

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
美
し
い
農
村

風
景
と
は
何
か
に
つ
い
て
市
民
に
問

題
提
起
し
た
の
だ
。

　
２
０
０
５
年
、
日
本
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
福
島
県
で
も
日
本
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、「
商

業
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
よ
っ

て
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
進
出
を
防

ぎ
、
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
は
他
県
に
も
飛
び
火
し
て
い
る
が
、
震
災
で
多
く
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

人
口
流
出
が
顕
著
な
現
在
が
正
念
場
だ
。
長
年
、
福
島
で
教
鞭
を
と
り
、

審
議
会
会
長
を
務
め
る
福
島
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
浩
氏
は
、「
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
と
い
う
古
い
概
念
か
ら
、
な
か
な
か
日

本
の
地
方
は
自
由
に
な
れ
な
い
。し
か
し
、復
興
後
、視
察
に
訪
れ
る
人
々

を
郊
外
の
大
型
店
舗
に
案
内
す
る
の
か
。
今
後
は
、
そ
れ
が
10
年
後
、

50
年
後
に
も
持
続
可
能
で
、
次
世
代
の
暮
ら
し
を
本
当
に
豊
か
に
す
る

の
か
、
そ
れ
を
基
準
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

岡
県
の
掛
川
町
、
山
口
県
の
柳
井
町
な
ど
ス
ロ
ー
な
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
イ
タ
リ
ア
と
日
本
は
、
雪
国
の
山
岳
部
か
ら
熱
帯
の
島
々
ま
で
縦
に

長
い
変
化
に
富
む
地
形
や
、
多
様
な
食
文
化
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

第
二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
、
工
業
化
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
と
い
っ
た

歴
史
も
同
じ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
や
山
村
の
過
疎
化
と
い
う
問
題
も
同

様
に
抱
え
る
。
た
だ
、
地
方
の
市
町
村
の
活
気
に
つ
い
て
は
、
一
極
集

中
の
傾
向
が
顕
著
な
日
本
は
、
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

　
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
に
は
、
現
代
に
お
け
る
生
産
者
の
保
護
と
地

方
の
活
性
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
そ
の
哲
学
を
さ
ら
に
具
体
的
に
実

現
す
る
も
の
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
思
想
だ
と
い
え
る
。

　
地
方
の
畑
と
都
市
の
食
卓
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
地
産
地
消
の
推
進
、
ベ

ン
チ
作
戦
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
、

車
両
規
制
に
よ
る
歩
い
て
楽
し
め
る

町
づ
く
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
防
波

堤
を
自
然
石
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

木
の
散
歩
道
に
替
え
る
な
ど
の
新
し

い
公
共
事
業…

…

日
本
で
も
次
世
代

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賑
わ
う
漁
港
は
さ
て
お
き
、
人
の
少
な
い
三
陸
の
美
し
い

沿
岸
部
に
ま
で
こ
と
ご
と
く
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
を
そ
び

え
さ
せ
る
予
算
を
他
に
使
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
住
み
や
す
く
、
美
し
い

日
本
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
夢
想
す
る
昨
今
で
あ
る
。

イタリア、アプリカーレの
「坂の路地」と、グレーヴェの

有機ワイナリー。（Ⓑ）


